
誰もが自分らしく暮らせる社会の実現を

コロナ禍などで困っていませんか？宇部市に期待されているジェンダー平等への取組を探る

｢女だから､男だから｣ではなく､｢私だから｣の時代へ。男女共同参画社会を築こう！

この制度は､夫婦に準じる共同生活を送っている性的マイノリ

ティのパートナーに対し､現行では法律婚の夫婦にしか認められて

いない手続きやサービス等の適用範囲

を拡大していくものです。

本制度を通じて､性的マイノリティの

ＤＶや児童虐待…どうかひとりで悩まないでください

コロナ禍に伴う外出自粛や時短営業

などが行われる中､生活への不安やス

トレスにより､配偶者やパートナーへ

の暴力（ＤＶ）や子どもへの虐待の増加､

深刻化が懸念されています。

悩みを一人で背負い込まずに､まずは

電話してみてください。当センターは

あなたを全力で支援します。

※祝日､年末年始は除きます。

男性相談は予約が必要です。

 用
電話

日時

費用

●ＤＶの相談について

宇部市では､県内市町で唯一となるＤＶ相談窓口である

を開設し､ 門のスタッフが相談業務

にあたっています。（右下参照）

そのほか､内閣府による や

他の相談機関も多数存在していますので､｢これってＤＶかな？｣､

｢暴力を振るわれている｣､｢今すぐパートナーから逃げたい｣､｢子ど

もたちのことも心配｣など､あなたの心の声を聴かせてください。

なお､配布にあたっては､｢声に出さな

くても大丈夫｣､｢名前や住所､理由等も

お聞きしない｣､｢中身が見えないよう､

古くからある男性優位の社会が続いて

いると感じる人が多いようです。

宇部市は､男女平等社会を推

進していきます。

 門的な相談窓口の周知が十分でない

ことが分かりました。

宇部市は､被害を潜在化させ

ないよう啓発に努めます。

●男女平等について

昭和の高度経済成長期には､いわゆる｢男尊女卑｣という考え方が

浸透しており､男女格差の大きい社会であったと言えます。

近年は少しずつ是正される傾向にありますが､例えば政治分野で

は､ （令和2年6月）と､未だに女

性議員の少なさが顕著となっています。

また､企業の役員の多くは男性が占めており､これらは重要な意

思決定に女性が参画できていない典型例ではないでしょうか。

方の生きづらさや不安を軽減

し､差別や偏見の解消や理解

の促進につなげていきます。

経済的な理由などで生理用品を十分に入手できないという｢生理

の貧困｣が国際的にも問題になっています。

近年のコロナ禍で貧困の拡大が懸念される中､宇部市ではこれら

の対応策として､令和3年8月から

行っています。

また､単に経済的な理由だけでなく､ＤＶや虐待など､家庭環境に

より利用しにくい状況にある女性への支援も想定しながら､現在､

市内の公立小･中学校をはじめとする教育機関や公共施設への設置

を進めており､大学生など若い世代の方からも好評をいただいてい

るところです。

●ワーク･ライフ･バランスについて

ワーク･ライフ･バランスとは単に仕事と生活のバランスを取る

ことではなく､

､人口減少時代においても企業の活力や競争力の源

である有能な人材の確保･育成･定着の可能性を高めるものです。

生産性向上にもつながり､人材確保が困難な中小企業においても

取組のメリットは大きいため､｢コスト｣ではなく､｢未来への有効な

投資｣として積極的に取り入れてみてはどうでしょうか。

ワーク･ライフ･バランス（仕事と生活

の調和）への理解が今一歩です。

宇部市は､仕事と生活の好循

環を応援していきます。

良い
ワーク

良いライフ

相乗
効果

令和4年度にスタートさせる新計画の基礎資料とするため､令和3年6月29日～7月20日の期間に､市民･事

業者へのアンケート調査を行いました。

袋に入れて渡す｣など､プライ

バシーにも配慮していますの

で､安心してご利用ください。


